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　　　宇宙開発委員会技術部会

　　　　　　報　　　告

（昭和47年度1～2月期ロケット打上げ実験の評価について）

　昭和48年6月11日

宇宙開発委員会技術部会



　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　じ　　め　　に

●　　o
　　　　　　　　　宇宙開発委員会技術部会は第1分科会において，東京大学宇

　　　　　　　　宙航空研究所が行なった昭和47年度第2次観測ロケット実験

　　　　　　　　の結果（科学観測の結果を除く。）および宇宙開発事業団が行

　　　　　　　　なった第7回ロケット打上げ実験の繕果を評価するために必要

　　　　　　　　な技術的事項について，調査審議を行なった。

　　　　　　　　　今回の調査審議の対象は，東京大学宇宙航空研究所関係とし

　　　　　　　　てはし－4SC－2号機の打上げ実験の結果，また，宇宙開発

　　　　　　　事業団関係としてはNロケットの開発に密接な関係を持つJC

　　　　　　　　R－8号機の打上げ実験の結果とし，昭和48年5月7日以来，

●　　　　●慎重な調査審議を重ねてきたが・このたびその結果をとりまと

　　　　　　　めたので報告する。
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1　東京大学宇宙航空研究所関係

　　　　L－4SC－2号機の打上げ実験

（1）実験の概要

　ω　実験の目的

　　　　L－4SC－2号機の打上げ実験は，Mロケットに二

　　次流体噴射推力方向制御（以下，SITVCと略称する・）

　　装置を装着して衛星軌道の精度向上を図る観点から・ピ

　　　ッチプログラムに従ったSITVC装置の制御特性の試

　　　験を行なうとともに，電波指令により第4段ロケットの

　　　姿勢角の修正制御試験を行なうことを主目的とし　あわ

　　　せて，ロール制御特性改善の効果を確認するものである・

　　（ロ）L－4SC－2号機の概要

　　　　L＿4SC型ロケットはSITVC装置等飛行制御装

　　　置の機能実験のための試験・ケットであり・L－4SC

　　　－2号機の形状は図1に，また，主要な諸元は表1に示

　　　すとおりである。

　　　　L＿4SC－2号機は：L－4SC－1号機と比較して・

　　　次のような諸点が異なっている・

　　　①ロール制御に伴なう外乱トルク（空気力学的干渉に

　　　　よる異常トルク）の発生を防止するため，ロール制御

　　　　　　　　　　　　　一1一



　用サイドジェット装置をSITVC装置と共に第2段

　ロケットモー・タのノズルまわりに装着している。

②第2段ロケットモータの燃焼内圧および残留内圧の

　計測を行なうたあ，精密内圧計の受感部を第2段の鏡

　板部先端に装着している。

③第£蛤段（一体）・ケット切離し後，第2段ロケ

　ット残留推力による衝突防止策としては，姿勢制御部

　下端のキックモータに替えて，第2・3段（一体）ロ

　ケットの円錐部に2個のレトロモータを機軸と30度

　の傾きをもって装着している。　　　　　　　’‘

　　なお，本実験の主目的であるSITVC装置の主要

　諸元は表2に示すとおりである。　　1
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表1 L－4SC－2　諸元

第1段 第2段 第4段

全・　　長　（鋭） 16β30 8，390 L108
直　　　径，（辮）　　　｝

0．735＊ 0．735＊ 0，483

点火時重量CKig）
8
7
1
8
ウ

3夕727 123
推進薬重量（Kg） 3タ877 与810＊＊ 53

燃焼時間・（S・） 28一 42 22
㎝一

＊印　平行部

＊＊制御用嗜射確含まず

（注）　第3段はダミー

● ●
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表2

SITVC装置主要諸元
弗｝

噴
　
射
　
液
！ フレオン114B2（4舎化臭素エタン）

@　タンク個数　　　　8個

@初期フレオン容積　2762
@初期フレォン重量　6α7Kg

加　圧　ガ　ス 窒　素

@　タンク個数　　　　8個

@充墳圧力　　　　　80Kg／翻
@初期窒素容積　　　12．22

噴　　射　　弁 ON－OF：F型電磁弁，1象限当り2個
初期噴射流量 1．8K9／sec

初期横推力 　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰Q52Kg（主推力の2％）

有効作動時間　48sec
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のp実験の経過および結果

　　発射時刻：昭和48年1月28日

　　　　　　　14時15分

　　打上げ場所：東京大学鹿児島宇宙空間観測所

　　発　射　角：上下角76．5度　　方位角152．0度

　　天　　　候：晴

　　気温：18．5℃

　　地上風包北北西　1η／戯

　　第1段ロケットは正常な燃焼および飛しょうを続姥発

　面心32秒にその切離しが行なわれた。発射後41秒に

　第2段ロケットに装着したSITVC装置およびロール

　ジェット装置が作動を開始し，同42秒に第2段ロケッ

　トが点火した。SITVC装置およびロールジェット装置は

　箪2段ロケットの燃焼期間を涌じて正常左ロール軸鉛よびヨ

　一軸回のの制御を行友うとともに，姿勢基準装置のピッチプ

　ログラムに従ったピッチ角の舗劉を行左つた◎その後，ノー

　ズコーンが開頭し発射後1分37秒に算2・3段（一体）

　ロケットの切離しが行友われた。発射後1分39秒に第

　4段ロケットの姿勢制御が開始され，機体軸を予め設定

　した局地水平の方向に制御した。引糞続き，発射後2分

　10秒から5秒間にわたって姿勢基準変更のコマンド

　　　　　　　　　　　一7一



　を送信し，機体軸を計画通り10度ヒ向きに修正した。発射

　後3分21秒にスピンモータが点火し，第4段ロケット

　に25回転／秒のスピンを与え，同4分19秒に姿勢制

　御装置が切り離された。発射後4分20秒に第4段ロケ

　ットが点火し，約215Kmの高度に達したのち，肇射後約

　10分で内之浦南東約940Kmの水域に着1水した・

②　実験結果の分析

　　L－4SC－2号機の打上げ実験は，　SITVC装置

　の動作特性，機体の制御特性および飛しょう特性の確認

　友らびに第4段ロケットの姿勢角の修正制御の試験が予

　定通り宿主われ所期の目的を達成したものと考える・

　　また，ロール制御時における外乱トルクの防止措置が

　適切であったことも確認されている。
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皿　宇宙開発事業団関係

　　　　JCR－8号機の打上げ実，験

　ω　実験の概要

　　α）実験の目的

　　　　JCR－8号機の打上げ実験は，人工衛星打上げ晶晶

　　　ケットに搭：載するPCM－PMテレメー・タ送信装置，　S

　　バンドコマンド受信装置および新たに開発したCバンド

　　　レーダトランスポンダ装置の飛しょう環境に澄ける性能

　　　・機能の確認ならびにそれらに対応する地上電子装置と

　　　のリンク試験を行なうとともに，従来から続けてきたガ

　　スジエット制御装置による制御試験を行ない，ロケ

　　　ヅトの制御技術の開発に必要な基礎資料を得ることを目

　　的としたものである。

　＠　JCR－8号機の概要

　　　　JCR型ロケットは，人工衛星打上げ用ロケットに使

　　　用するガスジエヅト制御技術を含む誘導制御技術の開発

　　　を主目的とする2段式固体ロケットであり，JCR－8

　　号磯の形状は図2に，主要な諸元は表3に示すと齢りで

　　ある。

　　　なお，JCR－8号機はその試験：目的等により，　JCR

　　　　　　　　　　　　　－9一



一7号機と比較して次のような諸点が異なっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は①　Cバンドレーダートランスポンダ装置を搭載して

　いる。

②ガスジェット制御装置は第2段・ケットに：のみ搭

　載している。

φ

’ ●
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図一2 JCR型ロケット8号機全体形状および重量特性
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慣性モーメノト
重　量 重　　　心 Ix Iy　lz

㎏ 鋸 ％ ㎏・cn・s2 陶・m・S2

燃焼前 2234．3 5942 56．7 91536 1836．1全
　
　
段

燃焼後 1295．4 4577 43．7
A6，047

113α0

燃焼前 840．4 2763 55．0 2，540 161．6
2
　
段 燃焼後 518．5 2232 44．4 L765 110．1
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表一3 主　　要　　諸　　元

項　　　　　　　　目 単　位
諸　　　　　　　　　　元

1　　　段 2　　　段

全　　　　　　長 m lG，485

長　　　　　　さ m 5，4◎3 5，◎22

寸　　　法 胴　　　　　　径 m 0，506 0，420

翼　　　　　　幅 m 1，884 L240

翼弦長　　Roo亀／TIP m 0．70G／α430 0。460／0，35G

重　　　量

全段重量（全備） ton ，2．23　‘　’

各面重量（全備） ton L39 0．84

型　　　　　式 内面燃焼式固体ロケットモータ

推　　進　　薬 ボリブタジまソ系コンポジット

推進薬重鼠 匙on 0．95 0．32

モ　　一　　タ

推　進　薬　長 m 3，965 L700

総推力（Se縁　I」evel）　　　　　馬

ωn－sec 21魂 73

平均有効推力（Sea　LeveD ton 13．6 5．5

燃　焼　時　間 sec 2L7 18

比推力（Sea　Level） sec 228 228

分離方式

方　　　　　　　　　式 爆発ボルト4本，分離スプリング

時　　匿間　　設　　定 シーケンスタイマ

電　　子　　機　　器

LバンドおよびCバンドレーダトランスポンダ装置

oバンド齢よびSバンドコマンド受信装｛置

oCM－PMテレメータ送信装置，ビーコン送信機

v測装置

搭載機器
ジ　ヤ　イ　ロ　機　器

フリージャイロ，レートジャイロ，積分ジャイロ，

u貸グラマ，ディジタル型速度検出器・2軸憎憎

沛o器，迎え角計，インバータ

ガスジェット制御装置 ガスジェット装置，制御電子機器
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の　実験の経過お・よび結果

　　発射時・刻　：　昭和48年2月7日　10時50分

　　打上げ場所　：　宇宙開発事業団種子島
　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙センター

　　発　射　角　：　上下角71．0度　方位角105．5度

　　天　　　候　ε　曇り

気　　　温

地　上　風

10．5℃

北西　6鵤／se¢

　第1段ロケットは正常な燃焼および飛しょうを続

け，発射後38秒にその切離しが行なわれた。第2

段ロケットは発射後39秒で点火し，約127kmの

高度に達したのち，発射後6分1秒で水平距離約

315kmの水域に着水した。この間，　PCM－PM

テレメータ送信装置および地上受信装置ともに順調に

作動し，全テレメータデータを良好に受信した。今

回初めて搭載しだC公ンドレーダトランスポンダ装

置と中距離レーダとのリンク試駿馬よび7号磯に引

き続き搭載したSバンドコマンド受信装置とコマンド

送信装置とのリンク試験はプログラム通り行たわれた。

　ガスジェット制御装置は，2段推力飛しょう中

　　　　　　　　一15一



　発射後45秒にフリージャイロ，レートジャイロお

　よび積分ジャイロ出力による3軸制御を開始し・発射

　後1分4秒から（慣性飛しょう中）は6個のガスジ

ェットモータを用いてレートジャイ・鳳び積分ジ○

　ヤイロ出力による3軸制御を行左つた・

②　実験結果の分析

　　今回のJCR－8号機の打上げ実験においては・

　全テレメータデータおよびレーダ観測データを取得

　し，PCM－PMテレメータ送信装置，Sバンドコ

　マンド受信装置およびCバンドレ「ダトランスポンダ

　装置の飛しょう環境における性能・機能が確認され

　るとともに，ガスジェット制御装置の制御に関する

　基礎資料が得られており，所期の目的を達成したも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　のと考える。

一16一

n　総　合意、：見

1．東京大学宇宙航空研究所が打ち上げた：L－4回忌－2号

　機は，前記のとおり所期の目的を達成した。これにより，

　M－3C－1号機の打上げに進むために必要な技術的基礎

　資料は得られたものと考える。

　2．宇宙開発事業団が打ち上げたJCR－8号機は，前記の

　　とおり所期の目的を達成した。これによ珍竃波宿令によみ

　姿勢三三難謡うとともにヲ人D鯉打上げ用ロケット

　　一三締る淑弛ツ剛錨守糊謙を勧るために必敷

　　技術的茅醜賢暦は得られたものと＝考える。

　3．信頼性については，これまでの打上げ実験の成果の蓄積

　　により徐々に高まってきていると考えられる・今後も今回

　　の実験にみられた信頼性を確保し，一層向上させるよう努

　　めることが望ましい。

！叫…　　　蝋
　　　　　　　　　叩W、　　　　　　、　犠

～三二鰻ぬる電心急全陥盛老督鞘騨潔回覧

＿爺な旗誕薫ム丞恩寵星緬無菌ψ？レ1騰ご

」戴顎論点点滴纏試論気心帯算ψ
寄議驚㌢嫉血忌畷賓齢耀し塾経魂、
，＿郵．
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参考1

　　　　昭和47年度1～2月期ロケット打上げ

　　　　実験の評価について

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和48年4月11日
　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　決　　　　定

〆昭和47年度1～2月期ロケット打上げ実験を評価するた

め，次により調査審議を行なう．ものとする。

1・東京大学宇宙航空研究所が行なつだ昭和47年度第2次

　観測ロケット実鹸の結果（科学観測の結果を除く。）澄よ

　び宇宙開発事莱団が行なった第7回ロケット打上げ実験の

結果を評価するために必要な技術的事項について調査審議

　を行なう。

2・　1の調査審議は，技術部会において行ない，昭和48年

　6月末までに終えることを目途とする。

◎

σ
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